
 

 

 

 

 

素晴らしい天候に恵まれ、令和８年度入学式を挙行しました。今年度は、１２名の新入

生を迎えました。会場には、保護者の皆様、来賓の皆様に加え、今年度から２年生～６年

生全員と教職員がお祝いに参列しました。温かい拍手に包まれ、新入生が入場すると、

緊張した表情もありましたが、最後までしっかりと式に参加することができました。PTA

会長さまからは、ヘルメットの贈呈、在校生代表からは「これから、わからないことがあっ

たら私たちに聞いてください」と力強いメッセージ、そして、全校で歌う校歌が贈られまし

た。教室に戻ると、早速、他学年の子どもたちが１年生に声をかけにいく姿もあり、水沢小学校の子どもたちの心の

温かさを実感しました。 

始業式では、子どもたちに次の３つのことを話しました。 

１つめは、「心が強い人」をめざしてほしいいうことです。この強いは、単に力が強い

という訳ではありません。「心が強い人」は、誰かが失敗しても責めることはしません。

「大丈夫、大丈夫、次、がんばろう！」「失敗は成功のもと、心配いらないよ」と自然と

声をかけることができます。テストで１００点が獲れなくても、体育で試合をした時に負

けたとしても、それは人それぞれ、次に何をがんばればいいか、考えればいいことで

す。「心が弱い人」は、人のことを馬鹿にしたり、悪口や陰口を言ったり、すぐにたたい

たり蹴ったり…その人にも、つらいことや悲しいことがあったのかもしれませんが、だか

らと言って、人を嫌な気持ちにさせることはやってはいけないことです。水沢小学校の皆さん一人残らず、心の強い人

になってほしいです。２つめは、「勉強」です。もちろん学校は勉強するところです。毎日の授業を大切にしてください。

先生たちも皆さんが「分かった。学ぶって楽しいな」と思えるよう授業を工夫していきます。そして、できること、わかる

ことをどんどんとふやしてください。 ３つめは、「いのち」を大切にしてほしいということです。みなさんの命はこの世界

にたった１つしかない大切な命です。いつでもどんな時でも、自分の命を守りぬいてほしいと思います。 

学ぶこと、自分もなかまも大切にすることは、子どもたちを取り巻く社会を生き抜くために、とても大切なことだと考

えています。一人ひとりが自分の思いや考えを安心して出すことができ、学ぶことのおもしろさを味わうことができる

よう指導、支援を行っていきたいと思います。 

４年生の教室の様子を見にいくと、国語の文学の授業をしていました。授業の終盤でした

が、一人ひとりのノートを見ると、自分の解釈や意見がびっしりと書かれています。互いの考え

を伝え合う場面もあり、黒板には発表で出された意見が書かれていました。「授業がおもしろ

い！」とある子が話してくれました。その子のノートを見せてもらっていると、「〇〇さん、すごいん

やで！」と授業での活躍を認める一言。自分に向き合って頑張ろうとする子、なかまの良さをし

っかりと見ようとする子、２人ともそれぞれに「心の強さ」を感じることができました。 

本校では、交通安全、防犯上、保護者からの申請に基づき、携帯電話等、お子様との連絡ツールの所持を認めて

います。昨年度までは、ランドセルに保管し、校内では出さないというルールで所持を認めていました。しかしながら、

昨今の社会情勢より、学校内における動画や静止画の撮影等により心身ともに傷つけられるなど、子どもたちの安

全を脅かす事案等も報道されております。そこで、今年度より、手続きやルールについて、以下のとおりとさせていた

だきます。ご理解、ご協力をよろしくお願いします。 

なお、このお知らせは、積極的に所持を促すものではありません。所持につきましては、ご家族で十分に話し合って

いただきますようお願いします。 

 〇申請手続きを行う（１年ごとに更新 昨年度申請した方も必ず行ってください） 

 〇携帯電話等を所持している日は、登校したら職員室に預け、下校前に取りにくる 

（袋に入れ、記名するなど取り違いが無いようにしてください） 
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学校だより 

（文責 岡本 浩樹） 

本日、申請用紙をお配りしましたので、内容をよくお読みいただきますようお願いします。 


